
〈用語の解説〉

１．「構造」欄の「Ｒ」とは鉄筋コンクリート造及び耐火ひふく鉄骨造、「Ｓ」とは鉄骨造をいいます。

２．「耐震基準区分」欄の「旧基準」とは昭和５６年以前に旧耐震基準で建築されたものをいい、「新基準」とは昭和５７年以降に新耐震基準で建築されたものをいいます。

３（１）「新基準」の建物は耐震性がありますので、「未診断」欄から右の各欄の色を変えてあります。

　（２）「旧基準」と表示のあるもののうち、診断が行われたものについて、未改修のものは「優先度調査」、「第２次診断」のデータを、改修済のものは「改修後」のデータを掲げてあります。

４「第２次診断」は、柱・壁の破壊するまでの強度（終局強度）を算出し、鉄筋及びコンクリート強度を判断する診断方法です。

　「第２次診断」を実施した年度を「年度」並びに「Is値」、「CT×ST値」又は「q値」（後述）をそれぞれの欄に掲げてあります。

５（１）「Is値」（構造耐震指標）とは、建築物の地震に対する安全性を数値化したもので、値が大きいほど耐震性能が高いことを示します。

　（２）「CT×SD値」とは、CT（累積強度指標）とSD（形状指標）をかけた値で、この値が低ければIs値が高くても安全とはいえません。

　（３）「q値」（保有水平耐力に係る指標）とは、地震による水平方向の力に対して建物が対応する強さを示すもので、その値が大きいほどよく、1.0以上が目標値とされています。

※調査対象となる棟は、２階以上の階を有するまたは延床面積が200㎡を超える建物です。

診断
年度
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SD値

ｑ値

校舎棟
9-1
9-2 R 4 H22.7 8,361 新基準 ○

校舎棟 9-3 S 3 H29.3 634 新基準 ○

校舎棟 10 R 2 H22.7 1,078 新基準 ○

体育館 11 R 1 H23.1 232 新基準 ○

校舎棟
1-1
1-2 R 4 S53.9 2,360 旧基準 H10 0.59 0.64 0.77 0.83 H13

校舎棟 1-3 S 4 H28.1 71 新基準 ○

体育館 2-1 R 2 S53.9 1,329 旧基準 H20 0.76 0.80 0.76 0.80 H22

校舎棟 6 R 3 H13.10 660 新基準 ○

校舎棟 10-1 R 4 S53.9 1,927 旧基準 H10 0.44 0.48 0.77 0.83 H13

校舎棟 1-1 R 4 S56.3 5,161 旧基準 H16 0.43 0.43 0.80 0.80 H20

体育館 2 R 2 S56.5 1,667 旧基準 H16 0.14 0.31 1.08 1.08 H20

校舎棟 4 R 4 H20.11 185 新基準 ○

校舎棟 5 R 1 S56.3 234 旧基準 ○ H16 2.99 2.99 - - -

校舎棟 1-2 R 3 S57.8 2,215 新基準 ○

体育館
2-1
2-2 R 2 S57.8 1,614 新基準 ○

体育館 2-3 R 2 S57.8 1 新基準 ○

校舎棟 4-1 R 3 H25.3 1,227 新基準 ○

校舎棟
5-1
5-2 R 3 H25.3 635 新基準 ○

校舎棟 7 R 3 H25.3 1,174 新基準 ○

校舎棟 8 R 3 H25.3 51 新基準 ○

校舎棟 9-1 R 3 S57.8 1,581 新基準 ○

校舎棟 9-2 R 3 H25.3 21 新基準 ○

校舎棟 10-1 R 3 S57.3 1,734 新基準 ○

校舎棟 10-2 R 3 H25.3 42 新基準 ○

校舎棟 1-1 R 4 S59.3 3,656 新基準 ○

体育館 2 R 2 S59.5 1,423 新基準 ○

校舎棟 4 R 4 H19.3 1,428 新基準 ○

校舎棟 6 R 4 S59.3 529 新基準 ○

校舎棟 7 R 4 H19.3 45 新基準 ○

校舎棟
1-1
1-2 R 4 S49.11 1,846 旧基準 Ｈ13 0.44 0.44 0.76 0.76 H17

校舎棟 2-1 R 4 S49.11 2,803 旧基準 Ｈ13 0.26 0.26 0.76 0.76 H15

校舎棟 2-2 R 4 S55.2 595 旧基準 Ｈ13 0.26 0.26 0.76 0.76 H15

校舎棟 3 R 4 S55.2 1,523 旧基準 Ｈ13 0.61 0.61 0.76 0.76 H17

体育館 4-1 R 2 S50.5 2,163 旧基準 H21 0.34 0.62 0.83 1.51 H22

校舎棟 4-2 R 4 S49.11 148 旧基準 H21 0.34 0.62 0.83 1.51 H22

校舎棟 4-3 R 4 S55.2 27 旧基準 H21 0.34 0.62 0.83 1.51 H22

校舎棟 8 R 4 H14.10 214 新基準 ○

校舎棟 10 R 4 H26.3 76 新基準 ○

校舎棟 1-2 R 4 S59.5 3,328 新基準 ○

体育館 2-1 R 2 S59.5 2,042 新基準 ○

校舎棟 5 R 4 H14.10 235 新基準 ○

校舎棟 6-1 R 4 S59.5 2,248 新基準 ○

校舎棟 7 R 2 S59.5 20 新基準 ○

校舎棟 8-1 R 2 S59.5 861 新基準 ○

校舎棟 10 R 4 H26.3 328 新基準 ○

校舎棟 11 R 4 H26.3 71 新基準 ○

※平成29年４月１日現在の状況です。
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館野小学校

野々市中学校

布水中学校

野々市小学校

御園小学校

菅原小学校

富陽小学校


